
階段やエスカレーターなどの段差を利用して、

撮影機器をスカートの下に差し出す手口が横行し

ています。

本や雑誌を立ち読みしていたり、プリクラやゲ

ームに夢中になっている女性に近づき犯行に及ぶ

手口も多く見られます。

誰でも自由に出入りできるトイレも狙われやすい場所です。個室で用便中に

壁の隙間から撮影機器を差し出され盗撮されたり、あらかじめ撮影機器を気づ

かれにくい場所に設置されているケースも多く見られます。

最近では、手口も巧妙になっています。バッグや靴の中にカメラ

を仕込んでいたり、時計やペン、小さな懐中電灯などの形をした特

殊なカメラを使用していることもあり、一見して盗撮と見抜くこと

が難しい場合もあります。

○ 階段やエスカレーターを上る際は、時々後ろを確認したり、鞄などでスカート

の後ろをガードするなど、差し込むすきを与えないようにしましょう。

○ 自分の周囲に不審な動きをしている人がいないか、時々周囲を見回しましょう。

○ トイレなどを利用する際は、用便前に室内に不審なものはないか確認したり、

用便中も周囲の音や気配に気を配るなど注意を払いましょう。

盗撮されてしまった！盗撮を目撃した！

という時は、すぐに駅員や店員などの周

囲の人に知らせ、１１０番通報してくだ

さい。
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